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コロナ危機に立ちむかい、 

白タク合法化阻止、組織の強化拡大 

第44回定期大会 21年度運動方針を確立 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 自交総連は 10月 13～ 14

日、東京・全労連会館で、

「コロナ危機に立ちむか

い、白タク合法化阻止、組

織の強化拡大」をスローガ

ンに第 44回定期大会を開

催、2021年度運動方針を決

定し、新年度役員を選出し

ました。   

今年度の定期大会は、新

型コロナ感染症対策として

規模を縮小し、ZOOMでのリ

モート併用開催となりまし

た。そのため来賓は招かず、議長が寄せられたメッセージを読み上げました。大会

には11地方から57人が参加しました（ZOOM参加含む）。 

 髙城委員長はあいさつで、政府のこれまでの新型コロナ感染への対応の遅さを批

判し、厳しい経済状況の中でも最低賃金の確実な支給と雇用を事業者に守らせる取

第44回定期大会参加者数 

      定数 出席 議決権 委任  計   (率)  

役   員  14  12            12  85.7％ 

中央委員   20  13   2   5   20   100％ 

代 議 員  50  20  12  18   50   100％ 

合   計  84  45  14   23   82  97.6％ 

傍 聴 者     4 

総務委員会     2 

報 道 他     6 

総   計     57 

(注) 会計監査(2) 東北、埼玉 
出席は会場参加者とZOOM参加者の合計数 
議決権は議決権行使書を提出した人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第44回定期大会＝2021.10.15、東京・
全労連会館 
会場と全国の仲間がZOOMでつながる
(下) 
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壇上で新任あいさつする髙城中央執行委員長
（一番左） 

り組みも強化しなければならないと強調。政治はタクシーの規制緩和や社会保障、

働き方改革などの改悪など様々な面で影響をおよぼすと訴え、総選挙を機に、国民

が大きく声をあげることが政治を変えていく力となると訴えました。 

討論では７地方９人が発言、きびしい労働実態や、コロナ禍での組織拡大のとり

くみについて語られました（詳細は自交労働者新聞に掲載します）。 

 

 

 

自交総連第44回定期大会選出役員 

 

中央執行委員長 ○髙城 政利（東 京） 

副中央執行委員長 ○石垣  敦（宮 城） 

   〃     ○舞弓 義隆（東 京） 

   〃     ○庭和田裕之（大 阪） 

書 記 長 兼 会 計 ○菊池 和彦（本 部） 

中 央 執 行 委 員 ○石野 正英（埼 玉） 

   〃      徳永 昌司（東 京） 

   〃      堀井 一也（東 京） 

   〃     ○冨松 達也（神奈川） 

   〃      市村 直之（静 岡） 

   〃     ○内田 大亮（福 岡） 

   〃      杉原 良二（鹿児島）新 

会  計  監  査  土橋 隆一（埼 玉） 

   〃      佐藤 弘朗（神奈川）新 

 

（注．○印は常任中央執行委員＝第１回中央執行委員会にて互選で選出） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今大会では、上記の新役員を選出しました。 

 沼倉喜久雄中央執行委員、林悦夫中央執行委員、森長達也中央執行委員、本間昭

会計監査は退任しました。 


